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令
和
７
年
６
月
12
日
、
吉
見
町
の
「
フ
レ

サ
よ
し
み
」
で
第
９
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
８
８
名
の
う
ち
、
１
８
４
名

（
書
面
含
む
）
出
席
の
も
と
、
議
長
に
は
富

士
見
市
の
谷
澤
誠
総
代
が
選
任
さ
れ
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
全
11

議
案
お
よ
び
附
帯
決
議
は
慎
重
な
審
議
を
経

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
和
明
組
合
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
「
日
頃
よ
り
、
本
組

合
の
事
業
運
営
に
対
し
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
暖
冬
等
の
影

響
に
よ
り
カ
メ
ム
シ
が
異
常
発

生
し
、
農
作
物
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
に

あ
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
』
で
は
、
農
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
災
害
に
よ
る

損
失
の
補
塡
や
必
要
な
施
策
を

講
じ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、『
農
業
共
済
』と『
収
入
保
険
』

は
そ
れ
を
支
え
る
重
要
な
制
度

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

重
点
事
業
で
あ
る
収
入
保
険

は
加
入
経
営
体
数
が
２
千
を
超

え
、
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
率

も
80
％
を
上
回
る
な
ど
、
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
す
べ
て
の
農
業
者
の

皆
さ
ま
に
制
度
を
通
じ
た
安
心

を
お
届
け
し
、
営
農
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
・

普
及
と
、
円
滑
な
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
は
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
営
農
リ
ス
ク

に
対
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

皆
さ
ま
の
経
営
持
続
と
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

あいさつする福田和明組合長 議長をつとめた谷澤誠総代

第
９
回
通
常
総
代
会

全
議
案
を
可
決
・
承
認

総
代
会
と
は

　
組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、
組
合
の
重
要
な
方

針
や
予
算
、
決
算
な
ど
を
審
議
議
決
す
る
最
高
意
思
決

定
機
関
で
す
。
通
常
総
代
会
は
、
理
事
が
事
業
年
度
ご

と
に
１
回
招
集
し
ま
す
。
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農
業
共
済
の
発
展
に
貢
献

－

令
和
６
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

－

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
、
組
合
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議
会
　
個
人
表
彰

　
　
　
　
　
富
士
見
市　
　
加　

治　

康　

秀

　
　
　
　
　
美
里
町　
　
　
坂　

田　

洋　

次

　
　
　
　
　
加
須
市　
　
　
清　

水　

久　

雄

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合
　
功
績
者
表
彰

【
基
礎
組
織
功
績
者
】

　
　
　
　
　
川
越
市　
　
　
小　

嶋　

孝　

助　

　
　
　
　
　
狭
山
市　
　
　
松　

本　
　
　

昇　

　
　
　
　
　
皆
野
町　
　
　
澤　

野　

恵　

一　

　
　
　
　
　
神
川
町　
　
　
秋　

山　

源　

治　

　
　
　
　
　
熊
谷
市　
　
　
三　

浦　

光　

夫　

　
　
　
　
　
さ
い
た
ま
市　
石　

井　

公　

一　

　
　
　
　
　
三
郷
市　
　
　
沖　
　
　

久　

雄　

【
収
入
保
険
加
入
推
進
功
績
者
】

　
　
　
　
　
上
尾
市　
　
　
國　

嶋　

隆　

幸

　
　
　
　
　
久
喜
市　
ア
グ
リ
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠　

崎　

貴　

暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
７
年
度
事
業
計
画
設
定
並

び
に
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
支
部

長
及
び
顧
問
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て

第
６
号
議
案　
借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
代
表
委
員
及
び
家

畜
診
療
所
運
営
委
員
の
承
認
に

つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

�

畑
作
物
共
済（
茶
）に
係
る
危
険

段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に

つ
い
て

第
11
号
議
案　

�

事
業
実
施
体
制
改
善
計
画
に
つ

い
て

附
帯
決
議　
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■農作物共済 前年比
引受面積（a） 1,447,036 93.8%
共済金額（千円） 9,202,699 91.8%
支払共済金（円） 52,845,949

■果樹共済 前年比
引受面積（a） 4,633 93.9%
共済金額（千円） 324,532 99.4%
支払共済金（円） 7,262,290

■建物共済 前年比
引受棟数(棟) 102,664 97.4%
共済金額（千円）1,196,430,310 97.6%
支払共済金（円） 449,325,637

令和６年度　事　業　報　告

令和７年度　事　業　計　画

総共済金額 1兆2,590億円  支払共済金 7億8,991万円引受実績

総共済金額 1兆2,366億円引受目標

■畑作物共済 前年比
引受面積（a） 17,785 94.9%
共済箱数(箱) 19.88 68.8%
共済金額（千円） 54,550 113.2%
支払共済金（円） 4,136,155

■園芸施設共済 前年比
引受棟数(棟) 8,935 97.6%
共済金額（千円）16,440,535 98.3%
支払共済金（円）17,015,253

■農機具共済 前年比
引受台数（台） 12,699 103.1%
共済金額（千円） 28,136,260 106.2%
支払共済金（円） 130,188,415
※農機具更新共済満期支払い金を除く

■農作物共済
引受面積（a） 1,451,800
共済金額（千円） 9,217,490

■果樹共済
引受面積（a） 5,097
共済金額（千円） 356,990

■建物共済
引受棟数（棟） 100,880
共済金額（千円） 1,174,514,900

■畑作物共済
引受面積（a） 18,795
共済箱数（箱） 23.00
共済金額（千円） 59,200

■園芸施設共済
引受棟数（棟） 9,065
共済金額（千円） 15,544,150

■農機具共済
引受台数（台） 12,946
共済金額（千円） 28,686,050

■家畜共済
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 26,260
共済金額（千円） 8,077,528

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 7,110
共済金額（千円） 111,235

事
業
計
画

事
業
計
画

　

令
和
７
年
度
は
、
農
業
政

策
や
農
業
者
の
作
付
け
動
向

を
的
確
に
把
握
し
、
実
情
に

基
づ
い
た
計
画
的
な
加
入
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
関

係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

農
家
・
経
営
体
ご
と
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
加
入
プ
ラ
ン
の

提
案
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
普
及
を

は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
組

合
員
の
利
便
性
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

収
入
保
険
で
は
、
加
入
の

要
件
と
な
る
青
色
申
告
へ
の

移
行
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
普
及
拡
大
を
図
り

ま
す
。

事
業
報
告

事
業
報
告

　
収
入
保
険
へ
の
移
行
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
共
済
の
加
入
者
数
が
減

少
し
、
収
入
保
険
の
加
入
経
営
体

数
は
前
年
比
103
・
２
％
と
増
加
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
で
は
、
水
稲
、
ナ
シ
、
大

豆
で
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
吸
汁
被

害
が
拡
大
し
ま
し
た
。
高
温
の
影

響
で
水
稲
に
不
稔
や
未
熟
粒
が
発

生
し
た
ほ
か
、
ナ
シ
の
日
焼
け
や

ブ
ド
ウ
の
裂
果
が
発
生
。
大
豆
と

麦
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
原

因
の
土
壌
湿
潤
害
が
発
生
し
、
麦

で
は
赤
カ
ビ
病
の
発
生
も
あ
り
ま

し
た
。
園
芸
施
設
は
風
害
が
230
棟

と
最
も
多
く
、
農
機
具
は
稼
働
中

の
接
触
な
ど
で
共
済
金
を
お
支
払

い
し
ま
し
た
。

■家畜共済 前年比
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 26,349 99.7%
共済金額（千円） 8,278,818 101.3%
支払共済金（円） 52,419,719

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 7,209 92.2%
共済金額（千円） 112,464 93.8%
支払共済金（円） 76,721,133

※

■収入保険 前年比
加入経営体数 2,104 103.2%
支払保険金（円） 503,136,557 83.4%

■収入保険
加入経営体数 2,210



5

　
友
光
さ
ん
は
、
妻
・
友と

も

美み

さ
ん（
38
）、

父
・
伸し
ん

一い
ち

さ
ん（
62
）と
共
に
、
ハ
ウ
ス

15
㌃
で
イ
チ
ゴ
「
べ
に
た
ま
」「
あ
ま

り
ん
」「
か
お
り
ん
」
を
土
耕
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
水
稲
栽
培
が
盛
ん
な
川
島
町
の
特
性

を
生
か
し
、
近
隣
の
水
稲
農
家
か
ら
譲

り
受
け
た
も
み
殻
と
米
ぬ
か
で
堆
肥
を

作
っ
て
い
ま
す
。
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

を
混
ぜ
、
１
年
間
熟
成
さ
せ
て
か
ら
施

す
こ
と
で
土
壌
が
柔
ら
か
く
な
り
、
イ

チ
ゴ
の
根
が
張
り
や
す
く
な
る
そ
う
で

す
。

　
就
農
前
は
電
気
工
事
士
と
し
て
働
い

て
い
た
友
光
さ
ん
。
技
術
を
生
か
し
て
、

ハ
ウ
ス
設
備
の
制
御
盤
を
自
作
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
灌か

ん

水す
い

設
備

や
換
気
装
置
を
遠
隔
操
作
で
き
、
作
業

の
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。「
よ

り
安
心
安
全
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
生

産
す
る
た
め
、
設
備
の
自
動
化
を
さ
ら

に
進
め
、
栽
培
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
の
就
農
と
同
時
に
イ
チ

ゴ
の
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
販
売
時

期
や
生
育
状
況
を
発
信
し
、

顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

米
産
地
な
ら
で
は
の
イ
チ
ゴ
栽
培

米
産
地
な
ら
で
は
の
イ
チ
ゴ
栽
培

川
島
町
八
ツ
保　
友
光
農
園　
友と

も

光み
つ

亮り
ょ
う
た太

さ
ん
（
35
）

　
戸
塚
農
園
で
は
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
や
イ
チ
ゴ
な
ど
４

品
目
を
生
産
し
、
出
荷
と
直

売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主

力
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
出
荷

用
と
直
売
用
で
求
め
ら
れ
る
鮮
度

の
保
持
条
件
が
違
う
た
め
、
品
種
と
栽

培
方
法
を
変
え
て
い
ま
す
。

　
出
荷
用
に
は
棚
持
ち
の
良
さ
と
食
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
「
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
」
を
栽
培
。
流
通
時
間
を
考
慮
し

て
完
熟
前
に
収
穫
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　
直
売
用
に
は
甘
味
が
強
い
「
ド
ル
チ

ェ
ド
リ
ー
ム
」
を
栽
培
し
、
早
朝
に
収

穫
し
た
も
の
を
販
売
し
て
い
ま
す
。「
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
１
日
で
食
味
に
影

響
が
出
ま
す
。
こ
ま
め
に
畑
を
見
回
っ

て
生
育
を
確
認
し
、
最
も
お
い
し
い
瞬

間
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
４
月
の
就
農
と
共
に
設

置
し
た
ハ
ウ
ス
で
は
、
イ
チ
ゴ
「
あ
ま

り
ん
」
を
土
耕
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
初

め
て
あ
ま
り
ん
を
食
べ
た
時
の
お
い
し

さ
に
感
動
し
、
施
設
栽
培
な
ら
こ
の
品

種
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
の
で
、
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

用
途
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
栽
培

用
途
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
栽
培

上
里
町
七
本
木　
戸
塚
農
園　
戸と

塚づ
か

優ゆ
う

太た

さ
ん
（
31
）

農農をを彩彩れれ

お問い合わせ
「戸塚農園」
上里町七本木2581-3
定休日：日曜日
営業時間：10時～16時

 インスタグラム

 ▲友光さん㊨と友美さん㊧、長男の萩
しゅうすけ
亮くん(7)㊥

 ▲友光農園のイチゴ ▲友光農園のイチゴ

 ▲ドルチェドリーム

 ▲あまりんの葉かき作業をする戸塚さん
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収入保険
　
収
入
保
険
で
は
、次
の
よ
う
な
場
合
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

事
故
の
発
生

事
故
の
発
生
とと
営
農
計
画
の
変
更

営
農
計
画
の
変
更
はは

す
ぐ
に
ご
連
絡
を
！

す
ぐ
に
ご
連
絡
を
！

農
業
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
事
故
（
被
害
）
が

発
生
し
た
と
き

保
険
証
書
に
添
付
さ
れ
た

営
農
計
画
に
変
更
が
生
じ

た
と
き

事故発生と営農計画変更時の連絡先
中部統括支所(川越) 北部統括支所(熊谷) 東部統括支所(行田)
049-235-8711 048-533-8030 048-559-1588
東松山支所　　　　 本庄支所 宮代支所
0493-22-0655 0495-21-0255 0480-32-1015
上尾支所　　　　　 秩父支所 越谷支所
048-779-6911 0494-22-0647 048-965-7251

  

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が

  

発
生

猛
暑
で
生
育
不
良

野
菜
の
作
付
面
積
を

増
や
し
た

飼
料
用
米
を

主
食
用
米
に

切
り
替
え
た

事
故
発
生
と
営
農
計
画

変
更
の
通
知
が
期
間
内

に
行
わ
れ
な
か
っ
た
場

合
、
保
険
金
等
の
支
払

い
が
免
責（
減
額
）扱
い

と
な
り
ま
す
。

事
故
記
録
の
お
願
い

　
事
故
状
況
の
記
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
写
真
を
撮
る

●
画
像
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
と
、
事
故

確
認
が
ス
ム
ー
ズ
で
す

記
録
写
真
の
例

▶ 
高温の被害
を受けたキ
ンギョソウ

◀  
雪で倒壊した多
目的ネットハウ
スと、枝が折損
したナシ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
通
知

作
付
け
後

　
　
１
カ
月
以
内
に

被
害
状
況
を
現
地
で

確
認
で
き
る
期
間
に
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野
菜
10
品
目
を
露
地

と
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。
安
心
安
全
な

野
菜
を
お
客
様
に
お
届

け
す
る
た
め
、
天
敵
昆

虫
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
減
農
薬
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

生
産
か
ら
販
売
ま
で

基
本
的
に
１
人
で
行
っ

て
い
る
た
め
、
体
調
や

ケ
ガ
が
そ
の
ま
ま
収
入

に
影
響
し
ま
す
。
以
前

は
体
調
が
悪
く
て
も
休

め
な
い
日
々
に
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

収
入
保
険
に
加
入
し
て

か
ら
は
精
神
的
に
ゆ
と

り
が
で
き
、
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
収
入

が
保
証
さ
れ
て
い
る
た

め
、
競
争
の
少
な
い
珍

し
い
野
菜
に
も
挑
戦
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
結

果
的
に
増
収
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
収

入
保
険
を
支
え
に
、
安

心
し
て
営
農
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　

観
賞
用
の
水
草
「
ホ

テ
イ
ア
オ
イ
」
を
中
心

に
「
ク
チ
ナ
シ
」
な
ど

の
鉢
花
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
流
行
に
合
わ
せ

て
品
目
を
入
れ
替
え
な

が
ら
10
品
種
ほ
ど
を
栽

培
し
、
全
国
の
市
場
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
急
激
な
物
価

高
騰
に
よ
る
消
費
の
冷

え
込
み
を
受
け
、
注
文

数
が
大
き
く
減
少
。
さ

ら
に
市
場
価
格
も
下
落

し
、
そ
の
影
響
で
当
初

の
想
定
を
上
回
る
売
上

減
と
な
り
、
経
営
は
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
確

か
な
支
え
と
な
っ
た
の

が
収
入
保
険
で
す
。
従

業
員
へ
の
給
与
や
翌
年

の
運
転
資
金
を
確
保
で

き
、
経
営
を
継
続
で
き

ま
し
た
。
一
経
営
者
と

し
て
、
加
入
し
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

収
入
保
険
を
支
え
に
挑
戦

加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た

石
いし

田
だ

裕
ゆう

也
や

さん（37）

経営内容　 ニンジン、スティックセニョール
など１㌶

鳩山町

鈴
すず

木
き

武
たけし

さん（62）

経営内容　ホテイアオイなど82㌃

羽生市

加入者
の
声

事
故
発
生
で
知
ら
せ
る

情
報
は
？

お
し

え
て

！

収収 

入入 

保保 

険険

A
左
記
の
３
点
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

①
被
害
が
発
生
し
た
品
目

②
事
故
の
発
生
日

③
事
故
の
内
容

︵
例
:
台
風
に
よ
る
倒
伏
、
干
ば
つ
に

よ
る
生
育
不
良
な
ど
︶

　
ま
ず
は
、お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
必
要
な
情
報
が
あ
る
場

合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

か
ら
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

第 16回Q
事
故
が
発
生
し
た
ら
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
何
を
伝
え
れ
ば

い
い
の
？ Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
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【
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
特
徴
】

●
大
型
で
黄
褐
色

●
背
の
両
側
に
白
色
帯
が
あ
る

●
特
に
イ
ネ
を
好
み
、
雑
草
を
経
由

せ
ず
直
接
水
田
に
飛
び
込
む

●
出
穂
期
の
水
田
に
侵
入
し
て
穂
を

加
害
す
る

【
防
除
の
時
期
】

１
回
目
（
不
稔
対
策
）

　
出
穂
期
〜
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

２
回
目
（
斑
点
米
対
策
）

　
穂
揃
い
期
の
８
〜
14
日
後
に
実
施

※
出
穂
時
期
が
周
り
と
比
べ
て
早
い
、

も
し
く
は
遅
い
水
田
は
特
に
注
意
。

発
生
状
況
に
応
じ
て
防
除
回
数
を

増
や
す
な
ど
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

薬
剤
は
直
接
虫
に
か
か
る
よ
う
、

早
朝
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
有
効
な

薬
剤
な
ど
の
詳
細
は
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
防
除
で
使
用

し
た
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
費
の
一
部
を

補
助
し
て
お
り
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対

策
も
対
象
で
す
。
適
正
か
つ
確
実
な

防
除
に
向
け
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

防
除
費
補
助
の
申
請
方
法

【
提
出
書
類
】

①
お
手
元
に
届
く
申
請
書

②
薬
剤
等
の
名
称
・
金
額
の
わ
か
る

領
収
書
等(

コ
ピ
ー
可)

【
提
出
期
限
】
令
和
７
年
11
月
10
日

【
補
助
対
象
者
】

　
令
和
７
年
産
の
水
稲
共
済
加
入
者

(

収
入
保
険
へ
移
行
し
た
方
も
対
象)

　
水
稲
共
済
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

「
水
稲
共
済
引
受
内
容
確
認
書
兼
変

更
届
出
書
」を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と
、
共
済
金

を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

た
め
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
水
稲
・
ナ
シ
・
ブ
ド
ウ

　
こ
れ
か
ら
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
自
然
災
害
等
で
減
収
す
る
場

合
は
す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
大
豆

　
降
雨
等
に
よ
り
発
芽
率
が
著
し
く

悪
い
時
、
ま
た
は
す
き
込
む
前
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
主
な
共
済
事
故
】

　
風
水
害
・
干
害
・
冷
害
な
ど
の
自

然
災
害
、
鳥
獣
害
、
病
虫
害

　
被
害
が
発
生
し
た
ら

　
速
や
か
に
ご
連
絡
を
！

水稲共済

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

作
付
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

昨
年
、
不ふ
ね
ん
も
み

稔
籾
や
斑は
ん
て
ん
ま
い

点
米
な
ど
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
「
イ
ネ
カ
メ
ム

シ
」
が
、
今
年
は
更
に
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
出
穂
期
前
に
本
虫
の
発
生
を
確
認
し
、
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ

イ
ネ
カ
メ
ム
シ

大
発
生
の
見
込
み

大
発
生
の
見
込
み
！！

▲不稔で穂が垂れない圃場

▲カメムシに吸汁されたナシ

▲ 土壌湿潤害で発芽不良に
なった大豆

出典・詳細
埼玉県ＨＰ
イネカメムシに
ついて

（令和7年5月9日現在）

▲イネカメムシ
写真：埼玉県病害虫防除所

埼玉県　イネカメムシ

※
収
穫
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
収
穫
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

  

収
穫
共
済

注意!

◀◀◀ 
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・

　
落
雷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
直
撃
し
な
く

て
も
、
近
く
に
雷
が
落
ち
る
だ
け
で
、
ハ
ウ
ス
内

の
設
備
や
住
宅
の
家
電
が
故
障
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

近
く
で
落
雷
が
起
き
た
ら

①
設
備
・
家
電
の
動
作
確
認

　
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

夏
場
に
使
用
し
な
い
設
備
は
冬
に
な
っ
て
か
ら
故

障
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
た
め
要
注
意
で
す
。

②
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡

　
被
害
を
確
認
し
た
ら
、
す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、
免
責

扱
い
に
な
っ
た
り
、
共
済
金
が
お
支
払
い
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
償
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

●
園
芸
施
設
の
設
備

　
ハ
ウ
ス
本
体
の
ほ
か
に
、
附
帯
施
設
と
し
て
園

芸
施
設
共
済
へ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
加
入
が
必
要
で
す
。

●
住
宅
の
家
電
製
品

　
建
物
本
体
の
ほ
か
に
、
家
具
類
と
し
て
建
物
共

済
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
補
償
は
、
新
規
契
約
時
や
契
約
更
新

時
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
毎
年
、
台
風
に
よ
っ
て
多
く
の
ハ
ウ
ス
に
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
前
も
っ
て
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
か
ら
行
う
こ
と
】

●
ハ
ウ
ス
周
辺
の
片
付
け
・
清
掃

　
飛
来
物
で
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
な
い
よ
う
、
ま
わ

り
を
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ィ
ル
ム
の
点
検
と
補
修

　
ビ
ニ
ー
ル
に
破
れ
が
あ
れ
ば
、
補
修
テ
ー
プ
な

ど
で
ふ
さ
ぐ
こ
と
で
、
大
き
な
被
害
に
発
展
す
る

こ
と
を
防
げ
ま
す
。

●
接
合
部
の
確
認

　
ゆ
る
み
が
あ
る
と
強
度
が
下
が
り
ま
す
。
確
実

に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

●
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
確
認

　
ハ
ウ
ス
の
損
害
は
、
園
芸
施
設
共
済
で
補
償
さ

れ
ま
す
。
加
入
内
容
に
応
じ
て
補
償
範
囲
が
異
な

る
た
め
、
加
入
状
況
の
確
認
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
台
風
の
直
前
に
行
う
こ
と
】

●
換
気
口
と
出
入
り
口
の
戸
締
ま
り

　
天
窓
・
サ
イ
ド
・
谷
間
な
ど
の
換
気
部
を
確
実

に
閉
め
て
、
出
入
り
口
も
補
強
し
て
施
錠
し
ま
し

ょ
う
。

NOSAIからの
お知らせ

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

を
露
地
栽
培
す
る
ほ
か
、

ハ
ウ
ス
12
㌃
で
コ
マ
ツ

ナ
と
レ
タ
ス
を
通
年
栽

培
し
て
い
ま
す
。
出
荷

規
格
を
大
切
に
守
り
な

が
ら
、
高
品
質
な
作
物

を
安
定
出
荷
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
気
候
変
動
は
、

農
業
経
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

特
に
暑
さ
の
影
響
で
、

葉
物
野
菜
の
栽
培
は

年
々
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
自
然
災
害
も
頻

発
し
て
お
り
、
過
去
に

は
市
内
で
大
規
模
な
降

雪
や
降
ひ
ょ
う
が
発
生

し
て
い
る
な
ど
、
油
断

の
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

園
芸
施
設
共
済
は
万

が
一
の
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、

精
神
的
な
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
定
し
た

農
業
経
営
を
続
け
て
い

く
た
め
に
は
必
要
な
備

え
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

経
営
安
定
に
必
要
な
備
え 小

こ

暮
ぐれ

瞬
しゅん

さん（42）

経営内容　コマツナ、ブロッコリーなど1.3㌶

本庄市

加入者
の
声

落
雷
後
は
必
ず

　
　
　
　
動
作
確
認
を
！

台
風
対
策
は
万
全
で
す
か
？

園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
の
設
備

住
宅
の
家
電
製
品
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【
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
と
は
】

　

損
害
額
が
30
万
円
ま
た
は
50
万
円
ま
で
の
場
合
、
加
入
割
合
に
関
係
な
く

実
際
の
損
害
額
を
共
済
金
と
し
て
お
支
払
い
す
る
特
約
で
す
。

【
加
入
で
き
る
条
件
】

　

建
物
１
棟
あ
た
り
の
共
済
金
額
の
合
計
が
１
千
万
円
以
上
で
、
共
済
責
任

期
間
が
同
一
の
契
約
に
限
り
ま
す
。

【
特
約
の
付
け
方
】

　

新
規
契
約
ま
た
は
更
新
時
に
追
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NOSAIからの
お知らせ

さ い た ま

散歩
Saitama   Sanp

o

　醤油づくりを見て・食べて・学べる
「醤遊王国本店」をご紹介します。

　
本
格
木
桶
醸
造
を
体
感

　
「
醤
遊
王
国
本
店
」
は
、
坂
戸
市
の
弓ゆ

削げ

多た

醤
油
株
式
会
社
が
運
営
す
る
醤
油
蔵
で
す
。

見
学
だ
け
で
な
く
、
軽
食
や
お
買
い
物
も
楽

し
め
ま
す
。

　
無
料
の
工
場
見
学
を
平
日
は
３
回
、
土
日

祝
日
は
５
回
実
施
し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
醤
油
づ
く
り
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
醤
油
を
熟
成
さ

せ
る
直
径
２
㍍
30
㌢
の
杉
製
木
桶
は
圧
巻
で

す
。

　
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
国
産
の
丸
大
豆
や
小

麦
か
ら
作
ら
れ
た
醤
油
を
中
心
に
、
関
連

商
品
も
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
中
で
も

人
気
は
「
し
ぼ
り
た
て
生
し
ょ
う
ゆ
」
で
す
。

も
ろ
み
か
ら
搾
っ
た
ま

ま
を
瓶
詰
め
し
て
い
る

た
め
冷
蔵
保
存
が
必
要

で
す
が
、
香
り
高
く
ま

ろ
や
か
な
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
。

　
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は

醤
油
風
味
の
ス
イ
ー
ツ

や
、
た
ま
ご
か
け
ご
は

ん
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

弓
削
多
醤
油
の
真
面
目

な
醤
油
づ
く
り
を
体
感

し
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

▲醤遊王国本店
▲ 醤遊ソフト350円㊧、しぼ
りたて生しょうゆ850円㊨

醤し
ょ
う
ゆ
お
う
こ
く

遊
王
国
本
店

in 日高市

建
物

共
済

　
建
物
共
済
の
「
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
」
に
、
新
た
に
「
限
度
額
50
万
円
」

タ
イ
プ
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
30
万
円
タ
イ
プ
」
も
掛
金
が

安
く
な
り
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日高市役所

南
平
沢

田波目

醤遊王国
本店　　　

八
高
線

八
高
線

日高市田波目804－1
営業時間　９時～17時
店休日　　正月のほか
　　　　　臨時休業あり
駐車場　　無料

小
損
害
実
損

小
損
害
実
損
塡塡て

ん
ぽ

て
ん
ぽ補補

特
約
が

特
約
が

変
わ
り
ま
し
た
！

変
わ
り
ま
し
た
！

【掛金の比較】
旧（令和７年６月末まで）

タイプ 総合共済 火災共済

30万円 2,360円 860円
50万円 ー ー

▼
新（令和７年７月から）

タイプ 総合共済 火災共済

30万円 2,000円 540円
50万円 3,350円 750円

令和７年７月
　から

　　スタート
　　します！

令和７年７月
　から

　　スタート
　　します！

物件や加入金額に関わらず、上記掛金が
一律で加算されます。
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蹄
を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と
も

　

蹄
は
穴
が
開
い
た
り
、
感
染
症
で
炎
症

を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

痛
み
で
元
気
が
な
く
な
り
、
食
欲
が
落
ち

て
乳
や
肉
の
生
産
量
が
減
っ
て
し
ま
う
た

め
、
畜
産
農
家
に
と
っ
て
も
大
き
な
痛
手

と
な
り
ま
す
。

蹄
の
健
康
を
守
っ
て
元
気
に

　

蹄
を
痛
め
る
原
因
は
、
管
理
や
餌
、
飼

育
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
「
こ
れ
さ
え
や

れ
ば
大
丈
夫
！
」
と
い
う
解
決
策
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
年
に
２
~
３
回
の
定
期
的
な

削
蹄
や
、
牛
ぎ
ゅ
う
し
ょ
う

床
を
こ
ま
め
に
掃
除
し
て
清

潔
に
保
つ
こ
と
は
と
て
も
効
果
的
で
す
。

　

牛
が
健
康
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
蹄
の

ケ
ア
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

牛
の
蹄
は
地
面
と
接
し
て
体
重
を
支
え
る

「
靴
」
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
人
の
爪
と

同
じ
よ
う
に
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
く
た
め
、
定
期

的
な
「
削さ

く
蹄て
い
」
と
い
う
お
手
入
れ
が
必
要
で
す
。　▲安全かつ確実に削蹄するため、

　　削蹄用の枠に牛を固定します
▲削蹄後のきれいに
　なった蹄

牛
の
靴
「
蹄ひ

づ
め」

診療所
だより

診療所だより❶

No.8

本　　　所 〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町1-340　℡ 048-645-2141

家畜診療所 〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322（北部統括支所内）　℡ 048-598-7490

中部統括支所 北部統括支所 東部統括支所
〒350-0011　川越市大字久下戸3523-1

℡ 049-235-8711
〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322　

℡ 048-533-8030
〒361-0012　行田市大字下須戸913　

℡ 048-559-1588
東松山支所 本庄支所 宮代支所

〒355-0035　東松山市大字古凍28-1
℡ 0493-22-0655

〒367-0046　本庄市栄3-8-20　
℡ 0495-21-0255

〒345-0831　宮代町大字須賀700-1　
℡ 0480-32-1015

上尾支所 秩父支所 越谷支所
〒362-0005　上尾市大字西門前523-1

℡ 048-779-6911
〒368-0013　秩父市永田町1-8　

℡ 0494-22-0647
〒343-0011　越谷市増林2-82　

℡ 048-965-7251

連絡先

　

農
業
共
済
新
聞
は
、
農
業
共
済

と
収
入
保
険
の
解
説
や
生
産
現
場

の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
営
農
と
暮
ら

し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。（
毎
週
水
曜
日
発
行
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
で
は
、
通
常

年
間
５
，５
２
０
円
の
と
こ
ろ
、
年

間
３
，０
０
０
円
で
購
読
い
た
だ
け

ま
す
。（
差
額
分
は
組
合
が
負
担
し

ま
す
）

農
業
共
済
新
聞

特
別
価
格
で

購
読
で
き
ま
す

ま
す
）

ま
す
）



第
3
3
号
　
2
0
2
5
年
7
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330－0835 さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

N
O
S
A
I
さ
い
た
ま

応
募
方
法

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　
〒
３
３
０

－

０
８
３
５

　
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
　
北
袋
町
１
丁
目
３
４
０
番
地

　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係��

宛
て

締
切
り

　
令
和
７
年
９
月
30
日
㈫　
当
日
消
印
有
効

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、

蓮
田
市
笹
山
「
㈲
篠じ

ょ
う
ざ
ん
ど
う

山
堂
」
の
味
噌
３
種
、

ジ
ャ
ム
２
種
、
か
り
ん
飴
の
セ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
当
選
者
の
発
表

は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■
組
合
広
報
紙
第
31
号
の
答
え

　
答
え

果
樹

　
応
募
総
数　

２
０
９
通

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
皆
さ
ん進し

ん
ど
う藤

隆た
か
ひ
ろ宏

さ
ん
︵
45
︶
最
後
列
㊥

　
　
　
貴き

一い
ち
さ
ん
︵
77
︶
最
前
列
㊧

　
　
　
寿ひ
さ
子こ

さ
ん
︵
77
︶
最
前
列
㊨

　
　
　
従
業
員
の
皆
さ
ん

　

白
岡
市
柴
山
の
「
貴き

宝ほ
う

園え
ん

」
は
、
家
族
４
人
と
従
業

員
16
人
で
観
葉
植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

観
葉
植
物
に
は
貴
一
さ
ん
が
考
案
し
た
独
自
の
仕
立

て
を
施
し
て
い
ま
す
。
幹
を
し
な
や
か
な
Ｓ
字
に
曲
げ
、

枝
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
で
唯
一
無
二
の
樹
形
に

な
り
ま
す
。
他
に
は
な
い
個
性
的
な
美
し
さ
を
求
め
、
全

国
か
ら
注
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隆
宏
さ
ん
は
、「
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
大
切
に
し
つ

つ
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
商
品
づ
く
り
に
も
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

たくさんの
ご応募
ありがとう
ございました。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●
わ
が
家
は
酪
農
家
で
す
。
毎
日
、
安
全
・
安
心
な
牛
乳
出
荷

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
充
実
し
た
紙
面
を
作

っ
て
下
さ
い
。

60
代　
女
性
Ｓ
さ
ん
（
深
谷
市
）

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

投
げ
捨
て
禁
止
看
板
い
い
と
思
い
ま
す
。

70
代　
女
性
Ｏ
さ
ん
（
吉
見
町
）

●
県
内
か
た
よ
り
な
く
地
域
の
情
報
が
も
り
込
ま
れ
て
い
て
、

関
心
を
持
ち
読
ん
で
い
ま
す
。
診
療
所
だ
よ
り
は「
な
る
ほ
ど
」

と
思
え
る
事
が
多
く
大
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

60
代　
女
性
Ｍ
さ
ん
（
深
谷
市
）

●
水
稲
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
、
火
災
共
済
等
に
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
お
知
ら
せ
で
総
合
共
済
に
変
え
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。

70
代　
男
性
Ｕ
さ
ん
（
秩
父
市
）

●
生
産
者
さ
ん
の
笑
顔
が
素
敵
で
す
。70

代　
男
性
Ｋ
さ
ん
（
羽
生
市
）

●
我
が
家
の
一
品
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
白
ネ
ギ
の
ペ

ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

70
代　
女
性
Ｙ
さ
ん
（
川
島
町
）

●
い
つ
も
地
域
の
情
報
発
信
の
記
事
を
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

50
代　
男
性
Ｎ
さ
ん
（
坂
戸
市
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
－
６
４
５
－
２
１
４
１

問
題

 　
〇
〇
に
入
る
言
葉
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　
〇
〇
に
入
る
言
葉
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

 

被
害
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に

被
害
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
○
○
を
す
る

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
○
○
を
す
る

ヒ
ン
ト
は
8
ペ
ー
ジ

ホームページでも
回答
受付中!

通常はがき料金は85円です。

「貴宝園」　住所：白岡市柴山959


